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本
部
・
本
社
の
団
体
交
渉
は
２
本
の
解
明
申
し

入
れ
と
１
本
の
基
本
申
し
入
れ
を
行
い
、
本
社
と

議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
職
場
で
は
全
社
員
対

象
に
社
員
説
明
が
年
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
に
説
明
が
不
足
し
、
組
合
員
・
社

員
の
理
解
が
深
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
部
の
職

場
で
は
管
理
者
が
「
私
に
聞
か
れ
て
も
分
か
ら
な

い
」
「
私
も
知
ら
な
い
」
と
の
発
言
を
行
う
現
実

や
、
質
問
し
た
内
容
が
返
っ
て
こ
な
い
現
実
が
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
４
月
14
日
に
本
社
か
ら
本
部
に

対
し
て
「
地
方
機
関
に
お
け
る
提
案
等
の
開
始
に

つ
い
て
」
な
る
文
書
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
「
提
案
時
に
通
知
し
た
実
施
時
期
を
見
据

え
、
各
機
関
に
お
い
て
、
組
織
再
編
に
係
る
具
体

的
な
準
備
を
速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
つ
い
て
は
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
、
本
社

本
部
間
で
引
き
続
き
議
論
を
行
い
な
が
ら
、
各
地

方
機
関
に
お
い
て
も
、
令
和
４
年
４
月
20
日
以

降
準
備
出
来
次
第
、
並
行
し
て
、
順
次
提
案
を

進
め
て
い
く
こ
と
と

す
る
。」
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東

労
組
は
、
12
月
15
日

に
提
案
を
受
け
て
以

降
、
会
社
が
示
し
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
踏

ま
え
、
真
摯
か
つ
建
設
的
な
議
論
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
申
27
号
交
渉
に
つ
い
て
は
、
団

体
交
渉
の
日
程
を
会
社
と
調
整
し
た
う
え
で
、
４

月
12
日
に
終
了
し
て
き
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
よ
う
な
通
知
を
す
る
こ
と
は
、
信
義
誠

実
の
原
則
に
則
っ
た
対
応
と
は
言
え
ず
、
一
方
的

で
あ
る
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
間
の
経
過
か
ら
も
本
部
・
本
社
に
お
い
て
必

要
な
整
理
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
地
方
提
案
に
な
る

こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
出
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
労

組
に
こ
の
よ
う
な
通
知
は
不
要
で
あ
り
、
各
地
方

の
不
安
を
煽
る
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

会
社
の
実
施
あ
り
き
の
姿
勢
は
断
じ
て
許
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

　
組
合
員
の
声
を
基
に
し
た
団
体
交
渉
は
労
働
組

合

Ｊ
Ｒ
東
労
組
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、

地
方
機
関
で
の
提
案
が
始
ま
り
、
地
方
交
渉
が
行

わ
れ
、
よ
り
職
場
現
実
に
即
し
た
議
論
が
進
め
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
申
27
号
交
渉
で

は
、
地
方
交
渉
に
お
い
て
提
案
し
て
い
る
支
社
が

地
本
の
質
問
に
対
し
て
「
検
討
中
」「
分
か
ら
な

い
」
「
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
の
回
答
を
し

て
議
論
が
深
ま
ら
な
い
現
実
の
改
善
を
求
め
、

「
地
方
議
論
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
」

「
検
討
中
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
示
し
議
論

し
て
い
く
」
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
２
０
２
１
年
12
月
15
日
に

「『
変
革
２
０
２
７
』
の
実
現
に
向
け
た
組
織
の

再
編
に
つ
い
て
」
及
び
「
柔
軟
な
働
き
方
と
多
様

な
活
躍
の
実
現
に
向
け
た
制
度
改
正
等
に
つ
い

て
」
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

　
会
社
は
提
案
時
の
議
論
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
東

日
本
発
足
以
来
の
最
大
の
変
革
」
で
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
今
施
策
の
み
な
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
施
策
に
対
し
て
職
場
か

ら
の
声
を
基
に
「
安
全
・
健
康
・
ゆ
と
り
」
の
確

保
を
掲
げ
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
職
場
で
は
、「
変
革
２
０
２
７
」
を
基

に
施
策
が
矢
継
ぎ
早
に
進
め
ら
れ
る
状
況
に
対
し

て
、「
施
策
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
す
ぎ
る
こ
と
へ
の

危
機
感
」
と
「
賃
金
引
き
上
げ
や
期
末
手
当
に
見

ら
れ
る
経
営
姿
勢
へ
の
不
信
感
」
な
ど
が
積
み
重

な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
新
た
な
施
策
で
あ
る
「
組
織

の
再
編
」
が
提
案
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
「
稼
ぐ

こ
と
を
前
面
に
出
し
た
組
織
再
編
」
で
あ
り
「
現

場
へ
の
予
算
を
強
化
し
て
権
限
を
移
譲
す
る
」
こ

と
で
「
労
務
管
理
が
強
化
さ
れ
、
労
働
強
化
に
つ

な
が
る
」
と
の
問
題
意
識
を
持
ち
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
鉄
道
の
安
全
を
守
り
抜
く
視

点
と
「
健
康
と
ゆ
と
り
」、
労
働
条
件
を
守
り
抜

く
視
点
を
持
ち
、「
新
た
な
施
策
に
対
す
る
５
本

柱
」
を
掲
げ
て
た
た
か
い
を
つ
く
り
出
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
地
本
の
代
表
者
と
と
も
に

「
組
織
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
施

策
の
狙
い
を
分
析
し
、
要
求
の
骨
格
や
運
動
づ
く

り
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
申
20
号
及
び
申
24
号
の
解
明

申
し
入
れ
の
議
論
に
基
づ
き
、
申
27
号
「
変
革
２

０
２
７
の
実
現
に
向
け
た
組
織
の
再
編
に
つ
い

て
」
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
３
月
28
日
に
提
出

し
、
４
月
７
日
（
第
１
回
）
と
４
月
12
日
（
第
２

回
）
に
団
体
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
全
18
項

目
を
終
了
し
会
社
と
の
間
で
一
定
の
認
識
を
合
わ

せ
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
※
詳
細
は

業
務
部
速
報
参
照
）

今
施
策
の
前
提
的
な
視
点

今
施
策
の
前
提
的
な
視
点

　
私
た
ち
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
現
在
発

生
し
て
い
る
人
材
流
出
に
対
す
る
危
機
感
を
訴
え

ま
し
た
。

　「
雇
用
確
保
の
考
え
方
は
変
わ
ら
な
い
」「
人
材

の
定
着
と
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
こ

と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

鉄
道
の
安
全
を
守
り
抜
く
視
点

鉄
道
の
安
全
を
守
り
抜
く
視
点

　「
稼
ぐ
」
こ
と
が
目
的
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
社

員
間
の
過
度
な
競
争
を
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
安

全
第
一
の
鉄
道
会
社
を
つ
く
り
上
げ
る
べ
き
だ
と

強
く
訴
え
ま
し
た
。

　「
安
全
第
一
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
」「
自

由
闊
達
で
風
通
し
の
良
い
職
場
を
つ
く
る
」「
社

員
間
で
競
争
す
る
要
素
は
な
い
」「
故
意
で
は
な

い
損
害
に
つ
い
て
責
任
や
弁
償
を
求
め
な
い
」
こ

と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

健
康
と
ゆ
と
り
を
守
り
抜
く
視
点

健
康
と
ゆ
と
り
を
守
り
抜
く
視
点

　
企
画
業
務
が
現
業
機
関
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
職
場
に
お
け
る
適
正
な
要
員
配
置
と
要
員

管
理
を
す
る
こ
と
、
個
人
貸
与
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
業
務
が
出
来
て
し
ま
う

環
境
下
に
あ
る
た
め
、
労
働
時
間
管
理
を
し
っ
か

り
行
い
、
時
間
外
労
働
の
増
加
を
防
ぐ
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

　「
現
業
機
関
に
企
画
業
務
が
移
管
す
る
こ
と
に

よ
り
業
務
量
が
増
加
す
る
が
、
職
場
の
実
態
を
踏

ま
え
て
必
要
な
要
員
を
確
保
す
る
」「
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
適
正
な
使
用
方
に
努
め
て
い
く
」「
適
正
な

労
働
時
間
管
理
を
行
う
」
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
企
画
業
務
を
現
場
社
員
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

も
在
宅
休
養
時
間
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
し

っ
か
り
確
保
す
る
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
「
在

宅
休
養
時
間
や
そ
の
他
に
つ
い
て
も
適
度
な
休
養

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
回
答
を
引
き
出
し

確
認
し
ま
し
た
。

　
現
在
「
変
革
２
０
２
７
」
の
も
と
で
各
種
施
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
に
お
け
る
問
題

点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
「
乗
務
員
の
業
務
等
の
見

直
し
」
に
よ
り
徒
歩
時
間
や
出
区
時
間
が
短
く
な

り
、
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
や
車
掌
の

ホ
ー
ム
出
場
時
間
の
問
題
、
乗
務
員
行
路
全
体
が

き
つ
く
な
っ
て
い
る
現
実
。「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

理
由
と
し
て
職
場
か
ら
テ
レ
ビ
を
撤
去
、
駅
か
ら

時
計
撤
去
」
に
よ
り
組
合
員
・
社
員
の
み
な
ら
ず

お
客
さ
ま
へ
も
迷
惑
を
か
け
て
い
る
現
実
。
「
統

括
セ
ン
タ
ー
の
発
足
や
運
輸
区
の
新
設
」
に
よ
り

系
統
間
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
現
実
や
執
務
ス

ペ
ー
ス
・
食
事
ス
ペ
ー
ス
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
混

在
し
、
落
ち
着
い
て
業
務
も
食
事
も
出
来
な
い
現

実
や
椅
子
が
足
り
ず
に
座
る
こ
と
も
で
き
な
い
現

実
な
ど
が
あ
り
、「
組
織
の
再
編
実
施
前
に
は
今

あ
る
課
題
・
問
題
点
の
解
消
を
図
る
べ
き
だ
」
と

訴
え
て
き
ま
し
た
。

　
会
社
か
ら
「
工
事
な
ど
行
え
ば
１
〜
２
年
か
か

る
こ
と
は
あ
る
が
、
理
想
と
す
れ
ば
実
施
ま
で
に

整
備
し
て
新
し
い
環
境
を
つ
く
り
出
し
た
い
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
ト
レ
ー
ス
を
し
て
様
々
な

も
の
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
」
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
交
渉
の
最
後
に
、
組
合
員
・
社
員
の
生
の
声
を

訴
え
、
健
全
な
会
社
と
職
場
の
構
築
が
必
要
で
あ

り
、
安
全
第
一
、
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
労
働

時
間
管
理
も
含
め
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ス
、
管
理
者
も

含
め
た
社
員
の
意
識
に
課
題
が
あ
る
こ
と
を
主
張

し
、
そ
の
改
善
に
向
け
て
労
使
で
議
論
を
し
尽
く

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

『
変
革
２
０
２
７
』の
実
現
に
向
け
た
組
織
の
再
編
に
つ
い
て

新
た
な
施
策
に
対
す
る
５
本
柱
を
堅
持
し
て
、

新
た
な
施
策
に
対
す
る
５
本
柱
を
堅
持
し
て
、

��

職
場
議
論
を
深
め
よ
う
！

職
場
議
論
を
深
め
よ
う
！

Ｊ
Ｒ
東
日
本
発
足
以
来

Ｊ
Ｒ
東
日
本
発
足
以
来

の
最
大
の
変
革
に
立
ち

の
最
大
の
変
革
に
立
ち

向
か
う
！

向
か
う
！

組
合
員
の
生
の
声
に
基
づ
き

組
合
員
の
生
の
声
に
基
づ
き

��

申申
2727
号
団
体
交
渉
に
お
い
て
確
認
し
た
内
容
！

号
団
体
交
渉
に
お
い
て
確
認
し
た
内
容
！

新たな施策に対する５本柱

１． 年功賃金の廃止反対！手当・定昇カットなど生涯賃金の減額反対！更なる

成果主義型への変更を許さずにたたかおう！

２． 主たる業務を明確にし、経験労働と各系統の訓練・教育を確実に実施さ

せ、安全を守り抜こう！

３． 十分な休憩時間・在宅休養時間や勤務間インターバルを確保しよう！

４． 拘束時間内における副業は反対してたたかおう！

５． 本人希望を尊重させ、全組合員が働きがいを持てる職場と仕事をつくり出

そう！

Ｎｏ
．
１５
８

発行
２２
．４
．８

ＪＲ
東労

組
業務

部

申２７号

②へ続く

１．
職場
現実
を踏
まえ
社会
的な
構造
改革
に向
き合
い、
組合
員の
雇用
確保
を前
提に
、安
全第
一で
風通
しの
よい

職場
風土
の構
築と
、サ
ービ
スレ
ベル
が向
上し
納得
感が
得ら
れる
施策
とす
るこ
と。

２．
世代
交代
の課
題を
抱え
る現
状認
識の
もと
、安
全・
サー
ビス
レベ
ルの
さら
なる
向上
のた
めに
、各
系統
にお
ける

教育
・訓
練の
充実
等に
よる
確実
な技
術・
技能
継承
、人
材定
着と
確保
が実
現で
きる
施策
とす
るこ
と。

組合
の主
張

✧
経営
体質
の強
化を
目的
にし
てい
るが
、現
場に
いる
組合
員・
社員
が担
って
いる
実態
を見
るべ
きだ
。

✧
マイ
ヒャ
ット
など
何で
も話
が出
来て
、共
有で
きる
職場
にし
なけ
れば
安全
第一
の職
場に
はな
らな
い。

✧
施策
の
目的
を実
現す
るた
めに
は、
安全
やコ
ンプ
ライ
アン
スを
前提
に判
断出
来る
組合
員・
社員
の意
識の
醸成
が
必要
だ。

✧
現場
の組
合員
・社
員
は報
道発
表で
社内
情報
を知
るこ
とが
多い
ので
改善
する
べき
だ。

✧
ＪＲ
東日
本の
変革
のス
ピー
ドア
ップ
をす
る上
で、
経営
陣と
現場
での
乖離
があ
るこ
とを
課題
と認
識す
べき
だ
。

確認
事項

✧
雇用

確保
の考
え方
は変
わら
ない
。

✧
安全

が第
一で
ある
こと
は変
わら
ない
。

✧
組織

再編
によ
って
、社
員間

で競
争す
るエ
ッセ
ンス
はな
い。

✧
自由

闊達
で風
通し
の良
い職
場を
つく
って
いく
。

会
社の

主張
の特

徴
点

 

✧
社
員
が財

産
であ
る当
社
であ
る。
リス
トラ
的
なも
のを
や
るも
ので
はな
い。

 

✧
ビジ
ネス
の源

は職
場
であ
る。
それ
なく
して
す
べ
ての
施
策
はな
い。

 

✧
現
場
に権

限
移
譲
した
から
と言
って
、易
きに
流
れる
こと
は失

敗で
ある
。 

✧
窮
屈
な職
場
は良

くな
い。

 

組合
の主
張

✧
離職
が増
加し
てい
るこ
とか
ら、
業務
にお
ける
不安
等を
解消
でき
る環
境
・教
育体
制が
必要
だ。

✧
鉄道
事業
の特
性と
して
経験
労働
に裏
打ち
され
た技
術
・技
能の
継承
が重
要で
ある
。

✧
山貨
事故
の教
訓は
忘れ
ては
いけ
ない
。改
めて
原則
線閉
の風
土を
つく
るべ
きだ
。

✧
若手
の
退職
は課
題で
ある
。人
材が
定着
して
、技
術・
技能
を定
着さ
せる
こと
を抜
きに
は、
この
施策
は成
功し
ない
。

確認
事項

✧
各系

統に
おけ
る教
育・
訓練

は確
実に
行う
。

✧
職場

の実
態、
得手

不得
手を
踏ま

えて
教育

を行
う。

✧
人材

の定
着と
確保

に向
けて
取り
組ん
でい
く。

会
社の

主張
の特

徴
点

 

✧
年
齢
層
のひ

ず
み
はあ
る。
この
間
努
力
を重
ね
た結

果
、世
代
交
代
は

乗
り越
えて
きた
。国
鉄
採
用
者
から
最
後
の継

承
期
間
であ
る。

 

✧
魅
力
のあ
る会
社
にし
なけ
れば

人
材
は流

出
す
る。

 

✧
1人
ひ
とり
が持

って
いる
経
験
、ノ
ウハ
ウは
重
要
なフ
ァク
ター
であ
る。

 

安全
と命
を最
大の

価値
基軸

に、
ＪＲ
発足

最大
の変

革に
立ち
向か

おう
！ 

安全
とサ
ービ
スレ
ベル

を向
上さ
せつ

つ、
魅力

ある
職場

をつ
くり
出そ
う！

 

組合
の主
張

✧
発生
する
事故
・事
象に
対し
て、
責任
追及
をす
るべ
きで
ない
。原
因究
明を
行っ
た上
で、
対策
を立
てる
べき
だ。

✧
業務
の経
験が
浅い
社員
が増
えて
いる
ため
、原
因を
多面
的に
捉え
るべ
きだ
。

✧
パー
トナ
ー会
社任
せの
対策
では
なく
、本
体と
一体
とな
った
安全
議論
を行
うべ
きだ
。そ
の時
間も
確保
する
べき
だ。

✧
現場
・現
地に
立っ
て学
ぶこ
とが
重要
だ。
合わ
せて
、Ｖ
Ｒな
どを
活用
する
べき
だ。

確認
事項

✧
事象

が発
生し
ても
、責
任追

及を
行う
もの
では
ない
。原
因究

明を
行い
再発

防止
に努
めて
いく
。

✧
再発

防止
に向
けて
情報

共有
と必
要な
教育

を行
って
いく
。

✧
過去

の対
策が

確実
に実
施で
きて
いる
のか
把握

して
徹底

して
いく
。

✧
人材

の定
着と
確保

に向
けて
取り
組ん
でい
く。

会
社の

主張
の特

徴
点

 

✧
安
全
のル

ー
ルの

棚
卸
をし
てい
く。

 

✧
本
質
的
な安
全
議
論
をす
るこ
とが
大
事
なこ
とだ
。 

責任
追及

では
安全

の確
保は

出来
ない
！安

全文
化の

創造
に組
合員

の英
知を
結集

しよ
う！

 

３．
発生
する
事故
や事
象に
つい
て、
再発
防止
のた
め責
任追
及で
はな
く原
因究
明を
行え
る組
織体
制と
する
こと
。

Ｎｏ．
１１２

発行
２２．

１．３
０

ＪＲ東
労組

業務部

１．組
織を再

編する
目的と

来年度
に実施

する目
的を明

らかに
するこ

と。

２．鉄
道会社

として
安全第

一の企
業文化

をこれ
からも

維持す
るため

の考え
方を明

らかに
するこ

と。

また、
各系統

におけ
る技術

継承と
人材育

成の考
え方を

明らか
にする

こと。

・組織再編を実施する一番の問題意識は、激変する環境に柔軟に対応できる組織にすることだ。 

・３事業（輸送ｻｰﾋﾞｽ、
生活ｻｰﾋﾞｽ、

IT･Suica ｻｰﾋﾞｽ）
が一体となって、稼ぐことに注力することが重要。 

・儲かること自体が目的ではない。質の高いサービスを提供する為に、企業としての体質強化が目的だ。 

・適正なコスト管理は、今施策の有無に関わらず行っている。現場に権限を委譲し、業務を集約すること

で要員削減につながると考える。闇雲にコストカットするつもりはない。 

・車両製造部門や国際事業の役割が大きく変わることはない。 

・支社や現業機関は多くあり、同時期の再編はとならないが、時間軸を踏まえて労使議論を行っていく。 

・地域との連携の課題は、Suica や MaaS のパートナーを増やしてお客さまの利便性を上げること。地元

と関係づくりが出来るのは現場である。現場が Suica の導入などを進めていく。 

・安全の存在価値は、揺るぎない。だからこそ安全は経営のトッププライオリティだ。 

・人の命に直結することであり、安全が損なわれると信頼も失う。安全意識の維持・向上は、何ら変わる

ことはない。現場の業務において実現するものである。 

・今回、支社は残る。現場で解決出来ない課題は、支社が音頭をとり、全体的なマネジメントが出来ない

ということはないようにしたい。 

・現業機関に権限移譲することで、企画部門が持っている業務を持つことになり活躍の領域が広がる。 

技術継承・人材育成を両立し、安全文化・安全意識を高めることが必要だ！ 

３．総
合車両

センタ
ーおよ

び車両
センタ

ーの所
属が首

都圏本
部およ

び東北
本部に

変更に
なる理

由を明
らかに

するこ
と。ま

た、設
備技術

センタ
ーを新

設する
理由を

明らか
にする

こと。

【総合車両センターおよび車両センターについて】 

・車両は支社単位よりも地域で似たような車両が提供されている。（エリアになれば）より運営しやすい

形になる。 

・車両に対する分析は支社単位でやっている。似たような業務を複数でやっている。組織の再編によって

役割分担を明確にして、スピーディーに実施できる。 

・計画部門がスピ―ディーになるので作業時間にゆとりがでる。現業機関の検査をスピーディーにやると

いう話ではない。安全や品質、正確性は低下しない。 

・支社の車両課が東北本部・首都圏本部に異動することはある。 

・支社で車両に関する業務が全くゼロになるわけではない。 

・支社の車両課で業務移管される人の出勤先は業務が行いやすい方に行く。業務内容に踏まえながら柔軟

な働き方としてやっていく。 

・車両センターにも移管される業務はある。例えば改造では車セでも対応している。 

・「マザーベース」や「新入社員の基礎技術教育」「ライフサイクル」は変わらない。 

・検修職場以外に所属する車両職社員の所属は、その社員だけが本部所属になるとは考えていない。 

・各総合車両センターの業務量は本部から提案する。業務量は箇所毎に示す。 

・出向者は現在の支社所属のままと考えているが、車両関係に出向されている方の所属替えはあり得る。 

・支社の事務センターでの手続きや健康診断、社宅や寮の入居の考え方は調整中だが、新幹線統括本部等

のように地元の支社にお願いするなどできないか検討中である。 

会会社社かからら提提案案をを受受けけたた以以降降、、提提案案内内容容をを組組合合員員とと共共有有しし議議論論ししててききままししたた。。ままたた、、「「社社員員説説明明」」にに参参加加しし

たた組組合合員員ももいいまますすがが、、不不安安やや疑疑問問、、不不信信感感をを持持っったたととのの声声がが中中央央本本部部にに届届けけらられれてていいるるたためめ、、組組合合員員のの不不

安安ななどどをを解解消消すするるたためめにに解解明明交交渉渉をを行行っっててききままししたた。。

➁➁へへ続続くく  

月２７日
開催

Ｎｏ． １４５

発行 ２２．３．２３
ＪＲ東労組 業務部

申

号

２ ４

１．現業機関毎の予算配分の決定の仕方を明らかにすること。 

２．マイプロジェクト、委員会、ＰＴ及び企画業務について、それぞれの目的と相違点を明らかにすること。 

３．各支社採用者の異動について、３つのエリアに区分けすることにより、これまでとの変更点があるのか明らかに

すること。 

４．今後の新入社員の採用及び配属支社等の考え方を明らかにすること。 

会社回答の特徴メンテナンス職場について
●予算配分の流れについては大きく変わるものではない。設備技術センターとなって、支社と現業が一緒に業務を行い、

一体で管理していくので、効率的な予算管理ができると考える。

●ユーザー件名工事については、優先順位の考え方は変わらない。限られた財源の中で本部・支社の判断になる。各支

社経営戦略ユニットが企画の業務を担うので、そこで判断をすることとなる。

会社回答の特徴その他の職場●統括センターおよび営業統括センターに一律に予算管理する部署やチームをつくる考えはない。

●支社から年度初に一定程度の予算が配分され、その中で企画・立案し現場の判断でプロジェクト等を進めていく。

●予算規模の決定は、企画業務の内容が大きな要素の一つになる。

●予算規模や予算責任者は、業務管理規程に定められた範囲でおこなっていく。
会社回答の特徴
●マイプロジェクト、委員会、 の目的は、社員の成長を促し、改善活動として生産性向上、地域連携など、様々な成果を

伴うもの。マイプロは、社員育成に重要だと考えるので、今後も行っていく。

●企画業務は、支社で行っているような業務。今でも駅や乗務員の内勤や技セなど企画業務をしている人はすでにいる。

企業活動の本質からすると、改善や生産性向上が内包されていると考える。

●委員会や については、支社の業務が現場に移管されることで見直し、再編されていくものもある。
会社回答の特徴
●今でも支社間異動は行っているが、異動についての考え方は大きく変わらない。

●業務の必要性、合理性、本人希望、居住地等に配慮していくことはこれまでと変わらない。会社回答の特徴
●採用や配属については、会社のその時々の判断で行うものである。環境変化に応じて採用の仕方を変えている。

●配属の仕方は、○○支社○○駅。来年以降○○本部と変えるものではない。

●国鉄採用の大量退職が再来年で終わる。採用については、安定採用を踏まえ、社員数を鑑みて行っていく。

②へ続く

　

私
た
ち
の
手
で
、
安
全
第
一

で
働
き
や
す
く
、
仲
間
を
大
切

に
し
て
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
つ
く
り
出
し
て

い
こ
う
！


